
①山折り

氏 名 .

所 属 学籍番号 .

住 所 .

電話番号 .

⽣年⽉⽇ ⾎液型 RH (       ) .

持 病 常備薬 .

アレルギー .

⾃宅近くの避難場所 .

＜緊急時連絡先＞

氏 名 （間柄 ）.

電話番号 .

地震が発生したら

1. 机・テーブルなどの下に⾝を
伏せ、落下物から⾝を守る。

2. ⼾棚、器具など倒れるものから
⾝を離す。

3. 避難⽤ドアを開け出⼝を確保
する（落下物があるので外に
出ない）。

4. ⾼層建物では揺れが⼤きいので、
窓側から離れ、柱や⼿すり等に
しがみつく。

5. ⽕器の元栓を閉め、電源を切る。

揺れが収まったら

⽕が天井に移ったらあきらめて
速やかに避難。

まわりに声をかけ、助けやすい
現場から。

できる範囲で止血、人工呼吸
などの応急処置をする。

余震に注意し、所定の避難場所
へ避難する。

家族との連絡
方法①

【NTTﾄﾞｺﾓ】 【au】

【ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ】 【ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ】

●自分の情報を相⼿に伝える＝伝言録音
①「171」
②ガイダンスに従って「1」
③自分の電話番号を市外局番からダイヤル
④「1#」
⑤30秒以内でメッセージを録音

●相⼿の情報を聞く＝伝言再生
①「171」
②ガイダンスに従って「2」
③相⼿の電話番号を市外局番からダイヤル
④「1#」
⑤相⼿のメッセージを再生

※伝言保存期間／2⽇間（48時間*自動消去）

⼤学による
安否確認

◆ 安否確認システム「ANPIC」
（ANPIC運⽤開始︓ 令和8年5⽉予定）

●安否報告︓
⻑野県内で震度5強以上の地震発生時、
⼤学メール等に安否確認通知を自動送
信するので、自⾝の安否状況等を速や
かに回答すること。
※震度5弱以下でも被害状況により通

知を送信する場合あり。

●アプリの活⽤︓
メール遅延対策として、専⽤アプリの
インストールを強く推奨する。

▼ 初期登録・アプリダウンロード方法

その他緊急時の
連絡先

【学生関係の場合】
学務係 026-238-4005

【勤務時間内（8:30~17:15）】
管理係 026-238-4031
会計係 026-238-4026
庶務係 026-238-4011
図書係 026-238-4061
⻑野附属学校係 026-243-0633
松本附属学校係 0263-37-2212

【時間外・夜間・土⽇祝⽇等
（指導教員に連絡がつかない場合）】
警備会社 026-222-2488

（信⼤災害・緊急ダイヤル）
0263-37-3333

（災害時優先電話）
教育学部管理係 026-232-8100
附属⻑野中学校 026-243-0633
附属特別⽀援学校 026-241-1178

緊急時パーソナルメモ

⼤規模災害時に携帯電話から安否確認
（安否情報の登録）ができる災害⽤伝言板

サービス。
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地震発生時のフローは
裏⾯へ ＞＞

家族との連絡
方法②



教職員の指示に従い
二次避難場所へ避難

（地震発生）

⾝を守る︕

必要に応じて
①初期消⽕
②救助活動
③負傷者への対応

⼤学本部からの
指示を待つ

教職員の指示に従い
一次避難場所へ避難

（左図参照）

地震発生時のフロー
野球場 信州大学教育学部避難場所 救命処置

〜倒れた人がいたら〜

⻑野附属学校園避難場所 松本附属学校園
避難場所

２ 反応なし

３大声で応援を呼ぶ
１１９番通報・AED依頼

４ 普段通りの

呼吸はあるか

なし

判断に迷う

 気道確保
 回復体位と保温を考慮

し救急隊を待つ
 声をかけ、⼒づける

７ AED装着
• 電源を入れ、電極パッドを装着する

８⼼電図の解析＝電気ショックは必要か︖

９ 電気ショック１回

１０その後ただちに胸骨

圧迫から⼼肺蘇⽣を再開

１０ただちに胸骨圧迫

から⼼肺蘇⽣を再開

５ 胸骨圧迫
• 強く（成人は約５ｃｍ・小児は胸の厚さの

約１／３）
• 速く（１００〜１２０回／分）
• 絶え間なく（中断は最小に,10秒以内）
• 圧迫解除は胸の高さがしっかり戻るまで
６ 人工呼吸
• 訓練を受けており、⾏う意思がある場合は

胸骨圧迫に加えて⾏う。
（胸骨圧迫３０回＋人工呼吸２回）
胸骨圧迫（＋人工呼吸）を絶え間なく継続

呼吸あり

必要あり 必要なし

１1 繰り返し１1 繰り返し

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が目を開けたり普段通りの呼吸が出現

するまで、⼼肺蘇⽣を続ける （JRCガイドライン2020に基づき作成）

AED・担架︓
中校舎玄関、講義棟玄関、
第１体育館、第２体育館、
⻄校舎玄関
学⽣寮（AEDのみ）

１ 安全確認
周囲の安全を確認し
倒れている人に近づく


